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１．個別施設計画の背景及び目的 
 
令和７年度現在において、芦北町が管理するトンネルは２本あり、この２本

のトンネルを個別施設計画の対象としています。 
 これらのトンネルは建設後１００年以上を経過しており、今後も老朽化する

トンネルに対して従来の対症療法的な維持管理（事後保全型）を継続した場合、

トンネルの修繕・建設に要する費用が増大することが懸念されます。 
 トンネルの定期的な点検を行うことにより、計画的かつ予防保全的な修繕に

転換することで、道路交通の安全性を確保するとともに、修繕に必要な予算の

平準化及び維持管理コストの縮減を図ることを目的としています。 
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２．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 
 
 トンネルの点検は下図に示すように日常点検、定期点検、臨時点検、詳細点

検に区分されます。トンネル維持管理の一環として現状を把握し、安全性や耐

久性に影響すると考えられる損傷を早期に発見し対策を行うことにより、常に

トンネルが良好な状態であることを目指します。 
 定期点検は、可能な限り近接した目視点検（肉眼）を行うこととし、それ意

外の箇所については遠望目視点検（望遠レンズ）または周辺部材の状況から推

定することとします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日常点検 

定期点検 

臨時点検 

詳細点検 

日常的な点検として、路上巡回等による目視点検 

概ね５年に１回実施し、トンネルの 
状況を目視にて把握 

台風や地震等の発生時

に破損の有無等を把握 

詳細な点検が必要とされるトンネル 

損傷状況に応じた調査を実施し、 
損傷原因を把握します。 
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３．個別施設計画の対象トンネル 
 
 個別施設計画の対象トンネルは、下表の２本とする。 
 
 

 トンネル名 路線名 延長 工法 建設年度 供用年数 

1 佐敷トンネル 道川内田浦線 433.5ｍ レンガ巻き 
1903 年 

（明治 36 年）
122 年 

2 津奈木トンネル 倉谷馬出野線 80.0ｍ レンガ巻き 
1901 年 

（明治 34 年）
124 年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐敷トンネル 

津奈木トンネル 

対象トンネル位置図 
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４．個別施設計画による修繕の内容 
 
 策定した計画に基づき、トンネルの損傷箇所の補修などを計画的に順次実施

します。 
 

トンネルの主な損傷例 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

変形・欠損 漏水 

滞水 ひび割れ 
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５．点検結果に基づく損傷判定 
 
 点検結果に基づき変状等の健全性の診断を、「外力」、「材質劣化」、「漏水」等

の変状に応じて、次の区分で判定します。 
 

 

６．長寿命化及び修繕・建設に係る費用縮減に関する基本的な方針 

 
①定期点検によるトンネルの状態の継続的な把握によりトンネルの安全性を確

保します。 
②「事後保全型」の管理から「予防保全型」の管理への移行によりコストの縮

減化を行います。 
③中長期的な観点から対策の優先順位を判断するとともに予算の平準化を図り

ます。 
④個々のトンネルの重要度や損傷程度を総合的な修繕計画を策定することによ

り、効率的な維持管理を行います。 
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７．トンネル長寿命化修繕計画の内容 
 
 トンネル長寿命化修繕計画は、以下に示すマネジメントの流れに従って行い

ます。 
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８．個別施設計画に基づく今後の取り組み 
 
（１）点検計画期間 
 ５年に１回の定期点検サイクルを踏まえ、点検間隔が明らかとなるよう計画

期間は１０年とします。 
 なお、点検結果等を踏まえ、必要に応じて計画を更新します。 
 
（２）対策の優先順位の考え方 
 点検結果に基づき、効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な対策を講じ

ます。トンネルの対策は、第三者に対する安全性に著しく影響を及ぼし、緊急

的に対応が必要な損傷があるトンネルを優先的に実施します。速やかに補修を

行う必要がある区分「健全度Ⅲ」と判定したトンネルについては、損傷箇所数

や損傷程度を考慮し、優先的に対策を実施します。 
 
（３）新技術等の活用及び費用縮減 
  １．新技術等の活用 
   点検や修繕の実施にあたっては、計画または設計時において新技術等の

活用を検討し、費用の縮減や事業の効率化を図ります。 
   令和10年度までに佐敷トンネル及び津奈木トンネルにおいて新技術を活

用し、従来技術を活用した場合と比較して約 20 万円の費用の縮減を目指し

ます。 
 
  ２．集約・撤去 
   佐敷トンネル及び津奈木トンネルについては、その周辺状況から代替と

なる迂回路が存在しないことから道路ネットワーク上、不可欠な経路であ

るとともに緊急時に一部集落から避難施設までのアクセスを確保できる重

要なルートであるため、現状において集約や撤去は困難であると判断して

います。 
 
（４）対象施設、個別施設の状態（健全度）、実施時期、対策内容 
 芦北町管内における対象施設、個別施設の状態（健全度）、実施時期、対策内

容、概算の費用については以下の表のとおりとする。 
 
 

〒869-5498 熊本県葦北郡芦北町大字芦北 2015 ℡0966-82-2511 
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